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新生「小川中学校」と学校再編
一般質問 「８議員」の視点

 「物価高騰対策」の早期実現へ
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小川中学校編

見 る魅せる動画で
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小川中学校生徒会役員の皆さん
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こどもまんなか（小川中学校編）裏表紙に関連記事
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わたしの「まんなか」
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議員の

819人

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

※2016年５月リニューアル号
　（No.79）以降の合計人数

西中学校と欅台中学校が統合し、

小川中学校としてスタートしてから

10か月が過ぎました。これまでの２

校のよき伝統・文化を継承しつつ、教職員、生徒、

保護者、地域の皆様と、将来自分の母校として誇れ

る学校づくりの第１歩を踏み出しました。

　特に、生徒たち一人一人が、１期生、２期生、３期

生という高い意識を持ち、小川中学校のよき伝統・文

化の基礎づくり、よき歴史の最初の１ページを創るた

めに、これまで授業や生徒会活動、行事等に一生懸

命に取り組んできました。その成果もあり、小川中学

校の１年目がとてもすばらしいものになっていると感

じています。

　令和12年度の東中学校との統合に向けた準備を円

滑に進めるためには、そして、よりよい小川中学校を

創り上げていくためには、保護者・地域の皆様からの

ご支援、ご協力が必要です。今後ともよろしくお願い

申し上げます。

１年生・２年生・３年生が縦割りで取り組んだ合唱祭

自分の母校として誇れる小川中学校に

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

24人 117人 80人 122人 131人134人 103人86人 22人
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小川中学校

大野光男校長先生

次の定例会は ※日程は変更になる場合があります。

　詳しくは小川町ホームページへ

● 今号の表紙 ●
最高の小川中学校に

「みんなが仲よく過ごしやすい学校に

したい」とやる気に満ちた生徒会の

皆さん　応援しています! !

編集後記
この議会広報紙「おがわぎかい」が全国の市町村から認められて、毎月
のように視察を受けています。その度に感じるのが、同じように課題を抱え、
それを何とかしようと奮闘している姿です。広報を編集しながら、課題を
整理し解決する道筋を見い出していければと思います。（鈴木秀尚）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています
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午前10時 開会予定2 26 日（木）〜月
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